鎌倉期における禅と密教に関する一試論 : 円爾の事例を通して by 矢野 立子
























































































































































































































































































































































































































































































































































武蔵野大学教養教育リサーチセンター紀要 e Basis Vol.10（2020.3）
言において、「中国禅は本当に「純粋」な禅で、日本禅は本当に「不純」な禅なのでしょうか。
日本化した文化は果たして本当に中国の文化に比べて「劣った」「低い」文化なのでしょうか。
そしてなぜ「不純」「低い」と思われ・いわれてきたのでしょうか」との提言を掲げられている。
10）「禅とは何か─末木文美士氏に聞く─」（天野文雄監修『禅からみた日本中世の文化と社会』、
ぺりかん社、2016年）。
11） 末木文美士氏『鎌倉仏教展開論』（トランスビュー、2008年） 64ページ。
12） 同前末木氏著作 64ページ。
13） 末木文美士氏「『聖一派』総説」（中世禅籍叢刊刊行委員会編『中世禅籍叢刊 第四巻聖一派』
所収、臨川書店、2016年）。又日本における禅と密の問題については、中尾良信氏「日本の禅の
特質」（高崎直道・木村清孝編『日本仏教論』所収（シリーズ東アジア仏教四 アジアの仏教思
想三、春秋社、1995年）においても、密教と禅の兼修を日本の禅の特質として積極的に評価さ
れている。
14） こうした研究史の動向を示すものとして、例えば『季刊思想史』68号は、「特集・中世の禅を
読む：円爾弁円とその周辺」（ぺりかん社、2008年）と題し、禅思想や密教思想など多岐にわた
る視点から円爾の考察・再評価を行っている。
15） 前掲末木氏『聖一派総説』598ページ。
16） 真福寺所蔵聖教については、『中世禅籍叢刊』第四巻、第十巻、第十一巻、第十二巻に調査の
成果が収録されている。
17） 鈴木学術財団編『大日本仏教全書』第六二巻所収。
18） 小島孝之校註・訳『日本古典文学全集 沙石集』（小学館、2001年）。
19）「大日経見聞」（鈴木学術財団編『日本大蔵経』第二六巻所収）。
20）『大正新修大蔵経』第七四巻所収。
21） 天台宗の教判で、釈迦の教えを内容に従って蔵教（小乗の教え）・通教（大乗初門の教え）・別
教（菩薩の教え）・円教（法華経の教え）に分類したもののうち、円教以外の三教を指す。
22） 筒井英俊校訂『東大寺要録』（国書刊行会、2003年）。
23） 立正大学日蓮研究所編『昭和定本日蓮上人遺文』第二巻所収（総本山身延山久能寺、1988年）。
24） 同前所収。
25）『大正新修大蔵経』第七〇巻所蔵。本史料は、中尾良信氏によれば、仁治 3年（1168）の第一
回入宋後から第二回入宋の間の栄西の密教研究の集大成と位置づけられるものである（中尾良信・
高橋秀栄氏訳『大乗仏典：中国・日本編二〇巻 真禅融心義・出家大綱』、中央公論社、1988年
所収の解説による）。
26） 中世禅籍叢刊刊行委員会編『中世禅籍叢刊 第七巻』所収、臨川書店、2016年）
27） 例えば中尾良信氏は、これを栄西真撰とされている。又、中尾良信氏『日本禅宗の伝説と歴史』
（吉川弘文館、2005年）には、「真禅融心義」の真偽についての先行研究がまとめられている。
28） こうした学匠として、後述の先行研究は栄西の門弟退耕行勇を一世とする高野山金剛三昧院周
辺の僧を想定している。
29） こうした見解を示す研究として、高柳さつき氏「伝栄西著『真禅融心義』の真偽問題とその思想」
（『禅文化研究所紀要』27号、2004年）、同氏「『真禅融心義』の思想構造」（『印度學仏教學研究』
66号、2018年）田戸大智氏「日本仏教綜合研究」9号、2010年）などが挙げられる。
30）『羣書類従』第二七巻所収。
31） 鈴木学術財団編『日本大蔵経』第二六巻所収。
32） 正保 5年刊本による。
33）『中世禅籍叢刊 第四巻』所収。本史料は『禅宗』210号（貝葉書院）に翻刻が掲載されるもの
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の、底本の所蔵先とされる高野山宝亀院で現存が確認できない事、又翻刻に見える跋文によれば、
底本が写本であり、その正本は確認されていない事から、扱いには注意を要するとされる。（和
田有希子氏「『十宗要道記』解題」）。
34）『中世禅籍叢刊 第四巻』所収。本史料は『続天台宗全書』に京都大学附属図書館蔵史料を底
本とし、「瑜祇経見聞」の史料名で収録されているが、本稿ではより成立時期が古い『中世禅籍
叢刊』収録本を用い、史料名もそれに依った。
35） 衆生が本来持っている全く穢れの無い心、仏性のこと。
36） 円爾の禅と密の位置づけについては、島田健太郎氏「円爾の思想構造─円爾における「禅」と
密の関係」（『季刊思想史』68号所収）の研究がある。
37）『大正新修大蔵経』第四八巻所収。
38）「聖一国師年譜」（石川幸喜編『聖一国師年譜』羽衣出版、2002年）寛元 3年条。
39） 山田昭全氏・三木紀人氏校註『雑談集』（三弥井書店、1973年）「愚老述懐」。
40） 柳幹康氏『永明延寿と『宗鏡録』の研究─一心による中国仏教の再編』（法蔵館、2015年）。
41） 前掲柳幹康氏著作 43ページ。
42） 同前。
43） 水上文義氏「円爾弁円の瑜祇経解釈─一智法身を中心に」（多田孝正博士古稀記念論集『仏教
と文化』、山喜房仏書林、2008年所収、後に同氏『日本天台教学論』所収、春秋社、2017年収録）。
44） 同前 103ページ。
45） 水上文義氏「三千院藏『秘相承集』と禅密僧の法身観」（『奥田聖應先生頌寿記念インド学仏教
学論集』、佼成出版社、2014年所収、後に同氏前掲著作収録）。
46） 東大寺教学部編『東大寺円照上人行状』（東大寺図書館、1997年）。
47） 薗田香融氏編『関西大学学術研究所資料集刊二五 南紀寺社史料』（関西大学出版部、2008年）。
本史料については、坂本亮太氏「鎌倉後期の禅僧無本覚心と地域社会─「野上八幡宮託宣記」を
読む─」（『和歌山県立博物館研究紀要』19号、2013年）に詳しい。
48）「却廢忘記」（岩波日本思想体系『鎌倉旧仏教』所収）。
49）『雑談集』「事理ノ行事」。
50）『沙石集』巻九ノ二十四。
51） 加藤みち子氏「円爾禅の再検討─「禅」と「仏心宗」概念の分析を通して」（『日本思想史』68
号所収）。
52） 末木文美士氏「『聖一派』総説」。
53） この問題については、吉原健雄氏「円爾における修行不要論」（『日本思想史』68号所収）にて
検討がなされている。
54） 柳幹康氏前掲著作第 1章を参照。
